
（別紙様式４-①）

項番 業務内容 単価（円） 人数（人） 金額（円） 備　考

1
韓国選手団
（本部7、指導者・選手141） 25,000 148 5泊 6日 18,500,000

2
中国選手団
（本部7、指導者・選手141） 25,000 148 5泊 6日 18,500,000

3
日本選手団
（本部7、指導者・選手141） 25,000 148 5泊 6日 18,500,000

4 日本スポーツ協会（3） 25,000 3 5泊 6日 375,000

5 日本スポーツ協会役員等（1） 25,000 2 2泊 3日 100,000

6 視察員（2029受入）県スポ協職員 25,000 2 2泊 3日 100,000

7 視察員（2029受入）競技団体 25,000 6 1泊 2日 150,000

8 通訳A（34） 25,000 34 5泊 6日 4,250,000

9 看護師（1） 25,000 1 5泊 6日 125,000

10 競技運営スタッフA（6） 25,000 6 5泊 6日 750,000

11 合同レクリエーション講師 25,000 2 1泊 2日 50,000

12 北海道スポーツ協会（14） 25,000 14 5泊 6日 1,750,000

13

14

514 46 58 63,150,000

●以下の項目に関して、提案は別途資料にて提出してください。

①合計数（予定）名の宿泊対応の内容を提案してください。
②参加選手団ほか交流関係者は、1施設または徒歩圏内で移動可能な3施設以内で収容できる宿泊施設を原
則とし、複数の場合には各施設のグレードが同等となるよう確保し提案してください。
③韓国・中国団長の部屋は、他の本部役員よりグレードの高い部屋で提案してください。
④本部役員の部屋は、ダブル（又はツイン）のシングルユース以上で提案してください。
⑤指導者・選手は、ツインで種目・男女別になるよう提案してください。
※原則３人部屋にならないようにお願いします。
⑥宿泊費上限は、１泊３食付＠25,000円を上限とします。ホテルで食事を取らない場合は以下の金額をも
とに支払いを行う（朝食代1,000円、昼食代1,000円、夕食代2,000円以上）。
⑦ホテルでの食事について「ごはん・パン等・スープ類はおかわりが可能であること。」また、「韓国、中
国の食文化に合わせたおかず等が提供できること。」キムチ・コチュジャン等は毎食提供すること。
※選手団の昼食は、移動等スケジュール上特別な事情がある場合を除き、宿泊場所または、競技会場地近
隣の飲食店等での提供とする（競技運営スタッフ等は弁当支給とする）
★全体スケジュールや競技会場・文化探訪先に対応して、適切な昼食内容を提案すること。

⑧各国本部役員（21名）と日本役員（日スポ協3名・後催県2名）、本部帯同通訳（6名）への弁当の提供
は行わず、昼食と夕食は視察のスケジュールにあわせて、飲食店等を手配する。

　日本食等の内容を踏まえ、それぞれの昼食・夕食内容の提案をお願いします。場所については、競技会場
開催地等（札幌市及び苫小牧市周辺地域）で提案してください。（日時等の提案は、競技時間等が不明なた
め、場所、料理内容の提案とします）

１　宿泊費

金額単位：円

日数（日）

合　　計



（別紙様式４-②）

項番 業務内容 単価（円） 人数（人） 日数（日） 金額（円） 備　考

1
競技運営スタッフB（180）
（2/24～26） 1,000 180 3 540,000

2 医師・看護師・AT 1,000 21 3 63,000

3 韓国・中国選手団帰国日昼食 1,000 296 1 296,000

4

6

7

899,000

２　弁当費

金額単位：円

合　　計

※上記以外の韓国・中国選手団等（宿泊対象者）の昼食については、1泊3食での対応となる（「1 宿泊費」に含まれて
いる）。

※人数は見込み数

【留意事項】
★移動日のフライトの発着時間によって別途弁当手配が必要となる場合がある（１泊3食に含まれないケースを想定）。

 その際は業者側で手配し、経費を追加で計上してください。



（別紙様式４-③）

項番 業務内容 単価（円） 数（台） 日数（日） 金額（円）

1 本部車（大型ハイヤー、運転手付き） 実費 1 4

2 本部バス（中型） 実費 2 6

3 選手バス（大型） 実費 21 6

4 荷物用4tトラック 実費 4 2

5 事務局レンタカー 実費 1 6

6

7

8

0

【留意事項】

  8:00~21:00（本部）＜予定＞

  ※競技・練習・式典の開始（終了）時間と宿舎等からの距離を踏まえ、運航時間を決定

 ※各国選手団到着までの空港での待ち時間は約2時間程度

 ※帰国対応後、事務局スタッフ及び通訳数名を開催地スポーツ協会（予定）まで送る。

  ※フライトスケジュールに基づき運行時間を決定

３　輸送費
金額単位：円

合　　計

★本部バスの確保
 ・交流初日（各国選手団入国日）の予定時間 11:00～23:00（目安）※先方のフライトスケジュールが決定
後、確定する。

 ・交流初日（各国選手団入国日）は開催地スポーツ協会を出発 事務局スタッフ等20名を乗せて空港まで移動

  開催地スポーツ協会（予定）→新千歳国際空港→宿泊先

  ※本部で実施する夕食会（3日目、4日目、5日目を予定）の往復の移動経費を確保すること。

 ・交流最終日（各国選手団帰国日） 宿泊先→新千歳国際空港→開催地スポーツ協会（予定）

   ・2日～5日目

  ※新千歳国際空港で各国本部役員を見送る歓送式あり（簡易的に実施）

  5:00~17:00 



 ・運転手等の昼食、夕食代についてはバス借上料の中に含めて計上すること。

★本部車バス、各国選手団のバスについて具体的な車種等を提示してください。

以下の項目に関しての提案は別途資料にて提出してください。

★手配できるバス等の画像も併せて提示して下さい。

※バスの台数や大きさは競技会場数や日程等に都合により最終発注数が増減する場合があります。

★高速道路代の計上について

 ・交流初日（各国選手団入国日）本部バス2台、選手団バス14台

・2～5日目

 ※各国選手団を降ろした後は業務なし

★新千歳国際空港駐車場の確保

★選手団バス（大型7台×3か国） の確保
８台の内訳:①スキー（アルペン）②スキー（クロスカントリー）③スケート（スピード）

 ・交流最終日（各国選手団帰国日）本部バス１台 ※開催地スポーツ協会戻り用のため

 ・交流最終日（各国選手団帰国日）宿泊先→新千歳国際空港

④スケート（ショートトラック）⑤アイスホッケー（男子）⑥アイスホッケー（女子）⑦カーリング

 ・交流初日（各国選手団入国日） 新千歳国際空港→宿泊先

 ・全日程:本部バス・選手団バスの高速道路代（空港・文化探訪先への移動）を計上すること。

  7:00~21:00（選手団）＜予定＞

  ※競技・練習・式典（歓迎／歓送会等）の開始（終了）時間と宿舎等からの距離を踏まえ、運航時間を決定



（別紙様式４-④）

項番 業務内容 単価（円） （室）（台） 日数（日） 金額（円） 備　　考

1
韓国・中国選手団オリエンテー
ション 実費 2 1

2 日本選手団オリエンテーション 実費 1 1

3
本部役員、指導者会議交流プロ
グラム 実費 3 1

4 運営本部室 実費 3 6

5 ワックス・研磨ルーム 実費 1 4

6 交流プログラム　控室 実費 3 1

7 携帯電話借上料 実費 7 7

8 無線機借上料 実費 7 3

9 式典運営機材 実費 1 1

28 25 0

【留意事項】

4　会場等借上費
金額単位：円

合　　計

・開催期間中、事務局用の携帯電話を手配すること(通話料、配送料含む)

・期間中の運営本部室（日本,韓国,中国で1室ずつ）を準備すること

 ※コピー機、インターネット環境、ホワイトボードを用意すること

 ※控室等の湯茶サービスは会場等借上げの中で提供すること

・オリエンテーションでは簡単に注意事項等を説明する。200名程度が入れる部屋を用意すること。

・ホテル内または競技会場内にスキー用ワクシングルームを確保すること。なお、競技会場費と併せて道スポ協が支払う場合はこちらに
計上しないこと。

・歓送夕食会に係る式典運営機材を計上すること。20万円前後が目安である。



（別紙様式４-⑤）

項番 業務内容 単価（円） 人数（人） 金額（円） 備　　考

1 歓送夕食会 6,000 60 360,000

2 飲料代 130 200 26,000

3

4

386,000

○歓送夕食会では各国選手団による出し物（各競技5程度）の時間を設けること（18組）

【参考】

●宿泊対象者・来賓の食事について

・歓送夕食会（2/27）の各国選手団444名、日韓本部役員21名、

事前視察員は「１宿泊費」に含まれる夕食代を充てる（追加差額等の計上は不可とする）。

　・歓送夕食会における来賓の最終的な参加人数については今後調整のうえ決定する。

５　会議費
金額単位：円

合　　計

○次第等（韓国語、中国語、日本語表記）を準備すること

【歓迎会・歓送会において企画・準備するもの】

○来賓、日韓中本部役員、通訳等の席上名立て（韓国語、中国語、日本語表記）を準備すること

　　なお、来賓参加に係る1名あたりの単価については6,000円が上限となる。

●アトラクションの準備

・開催県の特色を活かしたアトラクションを1つ提案すること。

・予算上限額は1団体につき30,000円（【7　雑役務費】に計上）



（別紙様式４-⑥）

項番 内容 上限額（円） 数量 金額（円） 備 考

1 プログラム冊子作製 実費 800部 50ページ程度

●納品
・冊子及びPDFデータ

●配布計画
内容 人数 数量 合計 備考

1 選手団（３か国） 444 1 444
2 運営スタッフ 230 1 230
3 事務局 40 1 40 視察員含む
4 通訳 34 1 34
5 予備 52 1 52

0
800

・作成スケジュールは依頼元と調整の上、決定する
●仕様

・プログラムの仕様については別途依頼元から指示する
 ・Ａ４版 表１、４のみカラー刷り
  内容のデータについては、開催都道府県スポーツ協会および日本スポーツ協会から電子データを提供する。
  表紙のデザイン作成並びに各ページのレイアウト調整等は対応すること。（日韓中3か国語併記）

6 印刷製本費
金額単位:円

合  計
【留意事項】
●交流プログラムの作成

・部数、配布先については別途依頼元から指示する



（別紙様式４-⑥）

第１９回日韓青少年冬季スポーツ交流　プログラム目次
※２か国交流だったので要注意

第３１回日韓中ジュニア交流競技会　和歌山大会　総合プログラム目次
※夏季交流

6 印刷製本費（参考）



（別紙様式４-⑦）

項番 内容 上限額（円） 数量 金額（円） 備 考

1 飲料水 130 6,500 845,000

2 スポーツドリンク 130 2,670 347,100

3 韓国選手団記念品 1,500 296 444,000

4
ネームプレート
（ＩＤカード）

実費 750 ネックストラップ名札
名札台紙は3か国国語併記

5 歓迎用花束 5,000 2 10,000 到着時歓迎式で贈呈

6 スタッフユニフォーム 4,000 300 1,200,000

2,846,100

●スタッフユニフォームについて
 ・デザインを事前に提案をすること
 ・数量は予定（変動の可能性あり）

●飲料水の手配と積み込みについて

・記念品は開催地ならではのものが好ましい(単価1,000円以内)
・歓迎花束は単価5,000円以内とする。

 ・事前にホテルや競技場、バスへの納品手配準備をおこなうこと
 バスへの積み込みや部屋など選手への配布を行ってもらいます。

（当日の積み込み個数や配布個数は依頼元から指示します）
※飲料は日本スポーツ協会スポンサーである大塚製薬製品での手配をお願いします

●韓国・中国選手への記念品等について

７ 消耗品費
金額単位:円

別紙明細参照

合  計
【留意事項】



3,848

1,782

5,630

1,480

888

2,368

832

0

832

340

0

340



（別紙様式４-⑧）

項番 業務内容 単価（円） （個） 金額（円） 備　考

1 競技会場内横断幕 実費 6枚

2 競技会場立看板 実費 6枚

3 宿舎玄関用看板 実費 3枚

4 歓送夕食会入口看板 実費 1枚

5 歓送夕食会看板 実費 1枚

6 設営及び設置費用 実費 1式

7 案内・誘導ボード 実費 24枚

8 アトラクション謝金 30,000 1団体 30,000

9
アルペン競技
コース整備費 実費 3日

10
クロスカントリー競技　コー
ス整備費 実費 3日

11 撮影カメラマン・写真編集 実費 6日

12 リフト代 実費 57人

13 旅行業務委託費 実費 1式

14 印紙代契約書貼付欄 実費 1式

15 振込手数料 実費 1式

30,000

※看板、横断幕等については、デザイン（校正）／設置／撤去全ての作業を行うこと。

8　雑役務等費
金額単位：円

合　　計

【留意事項】

●横断幕について

・競技別に1枚用意し、各会場に設営してください。

●案内・誘導ボードについて

・本部、6種目表示のプラカード（韓国語・中国語・日本語表記）を準備すること。

・宿舎施設本部デスクにスケジュール表掲示（韓国語・中国語）を準備すること。

●リフト代について

 ・アルペン競技参加者数分、リフト券を手配すること。事務局、カメラマンも必要に応じて手配を依頼する場合もある。

●アトラクションの手配

・開催県の特色を活かしたアトラクションを２つ提案すること。

・謝金上限額は1団体につき30,000円（個人の場合は【10 謝金・旅費】に計上）



（別紙様式４-⑧）

交流名称／競技名（式典名／３か国国旗／スポーツ庁国庫補助事業（日本語のみも可）

8　雑役務等費（参考）

以下のイメージを参考にデザインし、提案すること
※最終的なデザイン、掲載内容、サイズ等の調整、修正は決定後行う。

第１回日韓中青少年冬季スポーツ交流（韓国開催）会場内横断幕

第１８回日韓青少年冬季スポーツ交流　横断幕および立看板
※２か国交流だったので要注意





（別紙様式４-⑧）

項番 業務内容 単価（円） 人数（人） 日数（日） 金額（円） 備　考

1
文化探訪
施設入場料 1,500 499 1 748,500

2

3

4

5

748,500

※人数内訳（見込み）

:、韓国選手団148、中国選手団148、日本選手団148、通訳34、事務局スタッフ21

★文化探訪コース提案

・韓国・中国選手団がお土産を購入できるショッピング場所・時間を行程に含めること。

 ※昼食を含めた行程表を作成すること

※昼食代は1人1,000円とする（「１宿泊費」に含まれる）

 ※北海道を代表する施設や自然等の観察、見学、体験型プログラムを手配すること。

 ※北海道の歴史を紹介する施設や史跡等の視察見学を手配すること。

8　視察・研修費

金額単位：円

計

 以下の項目に関しての提案は別途資料にて提出してください。

・2/27の観光コースの提案



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　金額単位：円

項番 業務内容 単価（円） 人数（人）日数（日）金額（円） 　　　　備　　　　　　　　　　考

1 本部通訳（宿泊あり） 20,000 6 5 600,000

2 本部通訳（宿泊なし） 15,000 6 1 90,000

3 競技通訳（宿泊あり） 15,000 28 5 2,100,000

4 競技通訳（宿泊なし） 10,000 28 1 280,000

5 0

6 0

7 0

計 3,070,000

項番 業務内容 単価（円） 枚数（枚）　　　— 金額（円） 　　　　　備　　　　　　　　　　考

1 文書翻訳 4,000 A4　版原稿換算（1枚800字程度）

項番 業務内容 単価（円） 人数（人）回数（回）金額（円） 　　　　　備　　　　　　　　　　考

1 事前会議 2,000 47 2 188,000

2 運営日（集合・解散） 2,000 34 1 68,000

3

4

5

6

7

計 256,000

※上表に記載の旅費単価は予算積算上の単価を記入している。

※補足資料参照

（別紙様式４-⑨）

9　通訳謝金・旅費

（１）通訳謝金

　　（２）文書翻訳謝金

（３）通訳旅費



【補足】

（日別内訳）

韓国 中国 韓国 中国 韓国 中国 韓国 中国 韓国 中国 韓国 中国 合計

3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 36

日常会話程度のレベルに加え、競技規則等の理解と翻訳が可能なレベルの者とする。

（日別内訳）

韓国 中国 韓国 中国 韓国 中国 韓国 中国 韓国 中国 韓国 中国

スキー（アルペン） 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

スキー（クロスカントリー） 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

スケート（スピード） 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

スケート（ショートトラック） 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

アイスホッケー※男女各2名 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

カーリング 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

小　　　計 14 14 14 14 14 14 14 14 14 14 14 14 168

合　　計　　　　（本部＋競技） 17 17 17 17 17 17 17 17 17 17 17 17 204

28日

通訳

●通訳手配について

●本部通訳：中国・韓国語（3名中1名が団長通訳を担当する。原則宿泊とする）

※競技視察、レセプションでの役員間の通訳及び観光通訳をこなせる程度の言語レベルを有する者し、各競技の通訳を統括する
とともに、主催者との連絡調整、通訳間の意見のとりまとめ等リーダー業務を行う。

※原則として開催都道府県内在住者で20歳～65歳程度の者とする。確保が困難な場合には、事前に日本スポーツ協会・開催
都道府県スポーツ協会に相談の上、了承を得たうえで、近隣都道府県からの人選を行う。

通訳とは必ず契約書を取り交わし、拘束時間を明記すること。事業実施後は、謝金支払い後の個人領収書を提出すること（通
訳謝金を個人口座に振り込む場合には、振込明細書を提出すること）。

言語　　　　

通訳人数

●競技通訳：中国・韓国語

日程　　　　
来日

監督会議
練習・競技

練習・競技 練習・競技
文化探訪
歓送夕食会

帰国

23日 24日 25日 26日 27日

帰国

23日 24日 25日 26日 27日 28日

来日
監督会議
練習・競技

練習・競技 練習・競技

言語　　　　

主
に
学
生
通
訳

文化探訪
歓送夕食会日程　　　　



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　金額単位：円

項番 業務内容 単価（円） 人数（人）日数（日）金額（円） 　　　　備　　　　　　　　　　考

1 競技運営スタッフA 5,000 6 3 90,000

2 競技運営スタッフB 3,000 180 3 1,620,000

3 レクリエーションスタッフA 5,000 3 1 15,000

4 レクリエーションスタッフB 3,000 15 1 45,000

5 医師 30,000 6 3 540,000

6 看護師（本部） 15,000 1 6 90,000

7 看護師（競技） 15,000 6 3 270,000

8 JSPO-AT 15,000 6 3 270,000

計 2,940,000

項番 業務内容 単価（円） 人数（人）回数（回）金額（円） 　　　　　備　　　　　　　　　　考

1 競技運営スタッフA 2,000 6 1 12,000

2 競技運営スタッフB 2,000 180 3 1,080,000

3 レクリエーションスタッフA 2,000 18 1 36,000

4 医師 2,000 6 3 36,000

5 看護師 2,000 9 3 54,000

6 JSPO-AT 2,000 6 3 36,000

7

計 1,254,000

（別紙様式４-⑨）

9　スタッフ謝金・旅費

（１）スタッフ謝金

（2）スタッフ旅費

※上表に記載の旅費単価は予算積算上の単価を記入している


